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１．はじめに
　教師にとって授業とは，子どもに内容を教える場である
だけなく，その経験を通して実践を問い直す学びの場でも
ある．授業を通して教師が成長し続けるためには，子ども
や教材といった環境と相互作用する中で授業改善の手がか
りを得ることが重要である．つまり，教師の学びを理解す
る上で，授業の相互作用における教師の認知（授業認知）
が鍵となる．以上の問題意識に基づき，教師の学びを捉え
る手がかりとして授業認知に着目して研究を行い，本発表
ではその成果を報告した．
２．授業認知のアプローチとしての写真スライド法
　これまで教師の授業認知にアプローチするために様々な
方法が用いられてきたが，「サンプル数」と「授業の複雑
性」のどちらかを優先せざるを得ないというジレンマを抱
えていた．例えば，教師に45分の授業ビデオを提示し，認
知内容を報告させる手法は，授業の複雑なストーリーを表
現できる反面，教師への時間的負担が大きく事例的に検討
することしかできなかった．一方，授業の特定場面をビデ
オクリップで提示する手法は，多くのサンプルを収集でき
るものの，その場面前後の文脈が省略されるため，教師の
授業認知が単純化しがちであった．
　かかる問題に対して，本研究では教師の授業認知へのア
プローチとして写真スライド法を１つの手立てとして用い
ることとした．写真スライド法は，Carter et al.（1988）
によって開発され，授業ビデオから複数の写真スライドを
作成し，教師に提示する手法である．この方法は，視覚刺
激による認知に限定されるものの，短時間で授業全体のス
トーリーを表現できるメリットがある．本研究では，写真
スライド法を用いて教師31名による授業認知を収集し，教
職経験年数ごとに初任者教師（１～３年目; n=9），若手教
師（４～９年目; n=11），経験教師（10年目以上; n=11）の
３グループに分類し，授業認知の特徴を検討した．
３．教師による授業認知の特徴
3.1．注目箇所の分類とその特徴
　教師の注目箇所について記述内容から帰納的にカテゴ
リーを作成し，それを基に該当人数の割合を教師群ごとに
算出した結果，教職経験年数の多い教師群になるにつれて，
児童の視線や表情に注目し，他方で教職経験の少ない教師
群は，児童の姿勢に注目する傾向が見られた．非言語行動
研究において，表情は人間の感情を知る上で正確な信号シ
ステムであり，特に人間の視線は，顔の他の領域よりも正
確に感情を表す情報源であるとされている（Ekman & 
Friesen 1975）．実際に経験教師は，「学習にくいついてい
る」，「飽きている」と意味づけており，表情や視線から感
情を読み取っていた．それに対して，教職経験の少ない教
師群は，姿勢から「授業のやる気がない」といった感情に
結びつける傾向にあるが，姿勢行動は感情を読み取る指標
として視線や表情ほど精度が高くないとされている．した
がって，教師は授業経験を通して，教室環境から精度の高
い情報源を選択していると考えられる．
3.2．意味づけの特徴
　それでは，同じ箇所に注目した場合，教師の意味づけは
共通するのだろうか．ここでは，どの教師群も同じ箇所に
注目しているスライドを取り上げて，教師による意味づけ
の内容を比較した．結果として，そのスライドでは，どの
教師も児童の挙手に注目しているにもかかわらず，経験教
師群の何名かは，以前の場面と関連づけ（例．同じ教師が
挙手しているように感じた）， 指導案からの予測に基づき
状況を捉えていた（例．発問の組み立てとしては易→難の
はずだが，前半の挙手が少ないのに，ここに来て全員が分
かる問い）．一方で，同じ経験教師群であっても，具体的な
記述内容を検討すると，状況をポジティブに捉える教師も
いれば，ネガティブに捉える教師もいるため，その意味づ
けは多様であると言えよう．このように授業認知は教師に
よって多様性があるものの，授業の読み取り方に一定の特
徴が見られた．
４．今後の課題
　最後に，研究結果や交流会の質疑を踏まえて，今後の展
望について述べたい．第１は，教師の表情認知について詳
細に検討することである．本研究において経験教師は，45
分の授業の中で児童が楽しんでいたり，退屈そうにしたり
するといった授業状況の移り変わりを読み取っているが，
それが如何にして可能であるか，例えば，様々な児童の表
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情写真を教師に分類させることによって表情認知の内実を
明らかにしたい．第２は，教員養成や現職教育に写真スラ
イド法を活用することである．本研究では，写真スライド
法によって教師の意味づけの差異を顕在化できた．こうし
た意味づけの違いを実習生あるいは現職教師が議論するポ
イントとして活用することによって，教師が認知枠組みを
問い直す機会として役立てたい．そして第３は，写真スラ
イド法の結果および方法の妥当性を検討することである．
例えば，別の授業を題材にして写真スライドを作成し，教
師に提示した場合であっても，本研究で得られた知見と同
様となるか検討したい．
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